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性肝障害の 成 因 と 病理に つ い て 再検討 を 加 え ， 日 本
肝 臓学会東部会のパネ ルデス カ ッ シ ョ ン に お い て 発
表 し た 。
2 .  学会報告
井上恭一 : ア ル コ ー ル性肝障害の臨床 と 病理 ( パ
ネ ルデ ス カ ッ シ ョ ン ) ， 日 本肝臓学会東部会， 1978 ， 
10， 松本.
3 . 著 書
井上恭一， 佐 々 木博， 市 田 文 弘 : 慢性肝炎の特殊
診断法一一一肝生検. 内科 Mook .Nò.3. : 38- 39頁 ， 1978. 
4 .  そ の他
1 ) 井上恭一， 柴崎浩一， 田 代成元， 市 田 文弘，
佐藤巌 : 塩酸 チ ア ラ ミ ド の 肝機能に お よ ぽす影響に
つ い て . 薬理 と 治療 6 : 2559- 2565， 1978. 
2 ) 市 田 文 弘， 井上恭一 : 騨胆道疾患診断の進歩
特集 ・ 賞痘一一内科領域一一. 臨林 と 研究 55 : 
2356- 2359， 1978. 
3) 市 田 文弘， 井上恭一 : 老年者疾 患 の 処方集 ・
肝障害. 老年医学 1 6  : 1530 - 1 53 1， 1978. 
る 冠拡張薬. 河合忠一編 : 狭心症， 1 1 1 - 1 15 頁 ，
1 16 - 127頁 金原 出 版， 1978. 
7 ) 浦 岡忠夫， 杉本恒明 : β-遮断薬の作用 . 織 田
敏次編 : 内科セ ミ ナ ー， 不整脈， 173 - 196頁 永井
書庖， 1978 . 
6 .  そ の他
1 ) 杉本恒明 : 病態生理学研究の 在 り 方‘ 呼吸 と
循環 26( 5 ) : 4 1 1， 1978. 
2 ) 杉本恒明 : 心臓ぺー シ ン グ試験の 経験か ら .
心臓 1 0 ( 1 1 ) : 1 121 - 1 122， 1978 . 
(3) 学科内
l 研究概要
1 ) 肝 炎 ウ ィ ル ス 研究の現況
最近 1 年 間 に お い て 肝炎 ウ イ ル ス の研究は 格段 の
進歩 を 遂 げ た 。 す な わ ち A 型 肝 炎 に つ い て は A 型 肝
炎 ウ イ ルス ( H A V ) に 対す る 抗体の検索が行 な わ
れ る こ と が可能 と な り ， 従来非 B 型 急J性 ウ イ ルス 肝
炎 と き れ て い た 症例 の っ ち ， か な り の部分が A 型 肝
炎 と 確診 き れ る こ と と な っ た 。 B 型 肝 炎 の抗 原抗体
に つ い て は 従来 よ り H B s 抗原抗体， HBc 抗原抗
体， H Be 抗原抗体の 3 系が あ る こ と が明 ら か に さ
れ， そ れ ぞれの 意義に つ い て の検討がな き れて 来 た 。
と く に 最近 では H Be 抗 原抗体系が重要視 き れ， H
B s 抗 原陽性肝疾患の 中 で， HBe 抗原陽性例 では そ
の 肝組織病変が高度で、あ る こ と ， ま た B 型 肝 炎 ウ イ
ル ス ( H B V ) の 感染性 を 示す指標 と し て 重要で、 あ
る こ と な ど が指摘 き れ て 来 た 。 一方 HBe 抗 原 と と
も に H B V 増殖の指標 と し て D N A ポ リ メ ラ ーゼ活
性値 ( D N A P ) も 検索 き れ る よ う に な り ， 我 々 の
教室 に お い て も 慢性肝炎の経過 中 D N A P の 高値 を
示す症例 で， 急性増悪 を 示す例が経験 き れ， ウ イ ル
ス の増殖 と 肝病変 の進展 と の 間 に 関連があ る こ と が
明 ら か に さ れ た 。
肝 炎 の 治療 に 関 し て は イ ン タ ー フ エ ロ ン ， お よ び
そ の イ ン デ ュ ーサー， ト ラ ン ス フ ァ ー フ ァ ク タ ー な
ど に 関心が も た れて い る が， こ れ ら に つ い て は 今後
の研究課題 と 考 え ら れ る 。
2 ) ア ル コ ー ル性肝障害研究の現況
昨年の研究概要で も 述べ た 如 く ， ア ル コ ー ル性肝
障害の 成 因 に つ い て は ア ル コ ー ルに よ る 直接 的 な 肝
障害作用 の ほ か ， 飲酒に 伴 う 栄養障害， 免疫 異常 あ
る い は 我 々 が以 前 よ り 述べ て 来た H B V 感染の加重
があ げ ら れ る 。 か か る 観点か ら 昨年度は ア ル コ ー ル
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1 .  研究概要
臨床神経心理学的研究 : 失語 ・ 失行 ・ 失認 と い う
神経心理学的症状の そ れ ぞれ の sub-type を 原 因疾
患や他の基本的精神症状 (痴呆 ・ 健忘 な ど ) と のか
か わ り か ら 再検討す る 。 そ の た め に は ま ず症例 の蓄
積が第ーであ り ， 個 々 の症例 の示す症状の精密 な 記
述 ・ 分析 を 意 図 し て い る 。
図 形 ・ 文字の認知機構に 関す る 研究 : 図 形や文字
の 認知 に お け る 大脳半球優位性の 問題 を ， タ キ ス ト
ス コ ー プ を 用 い研究す る 。 き ら に 対象 を polygl ot
と し そ の大脳半球優位性 に も 考究 を すすめ た い 。
ま た ， 動物の視覚連合領 と パ タ ー ン 認知 に 関す る 実
験 も 準備 中 であ る 。
臨床脳 波学的研究 : 各種神経疾患 での臨床脳 波 を
継時 的 な 視点 を も っ て 研究す る 。 症状の推移 ・ 諸種
検査結果 と 対比 し ， 脳 波 の も つ 臨床経過記述 での優
用性 と 限 界に つ い て 検討す る 。
神経病理学的研究 : 剖検例 か ら 得 ら れ た 変性 ・ 脱
髄性 ・ 炎症性疾 患 の 中 枢神経系 に つ い て 組織病理学
的 に 検索 し て い る 。 特に 多 発性硬化症 は 多数の症例
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を 持 ち ， そ の病理組織所見 を 系統的に 研究 中 であ る 。
ま た ， 剖 検例 で比較的新鮮 な 材料 では ， 個 々 の症例
が持つ特徴的 な 所見 を よ り 明確に す る た め， 電子顕
微鏡に よ る 超微構造 を 同 時 に 観察 し て い る 。
実験て ん か ん の神経病理学的研究 : こ こ 数年 に わ
た り ， て ん か ん モ デル と し て 家兎大脳皮質に 焦 点巣
を 作成 し ， 形態学的 ( 光顕 ・ 電顕 ) に 検討 し て き た
が， て ん か ん の 発生機序 は 極め て 複雑 で、 多 く の 困 難
な 問題 を 抱 え て い る 。 今後は 形態学の み な ら ず， て
ん か ん 発生の背景に あ る 物質の動態 に 関 し て も 検索
す る 予定 であ る 。
2 .  学会報告
1 ) 平野正治， 河合義治， 水腰久美子， 遠藤正 臣，
小野啓安， 谷野幸子 : 起床時発症 し 自 由連想27回 目
に 突然回復 し た 全生 活史健忘の 16歳男性， 第79 回北
陸精神神経学会， 1 978 . 1 ，  金沢.
2) 細 川 邦仁， 倉知正佳， 山 口 成良 : 多発性硬化
症 の脊髄病変 に つ い て ， 第 19 回 日 本神経病理学会，
1978 . 5 ，  京都.
3) 倉知正佳， 小泉卓 久， 松 原六郎， 遠藤正 臣，
山 口 成良 : 軽症 Werni cke 失語の病理所見， 第 四 回
日 本神経学会総会， 1978 . 5 ，  東京.
4 ) 中 村一郎， 倉知正住， 小泉卓久， 松原六郎，
柴 田 樹， 勝 川 和 彦 : 結節性硬化症 の 電顕所見一一 1
剖検例か ら一一， 第80回 北 陸精神神経学会， 1978 . 
6 ， 金沢.
5 ) 平野正治， 河合義治， 水腰久美子， 遠藤正 臣 :
皮 質盲 と ヒ ス テ リ ー盲 の視覚障害 に 対す る 態度 に つ
い て ， 第80 回 北陸精神神経学会， 1978 . 6 ， 金沢.
6) 越野好文， 山 口 成良 ， 倉 田 孝一， 細 川 邦仁 :
神経遮断剤 に よ る Tardive Dyski ne s i a に 対す る
Cyproheptadine の効果一一二重盲検法に よ る 一一
第81 回 北 陸精神神経学会， 1978 . 9 ，  金沢.
7 ) 平野正 治， 安達勉， 水腰久美子， 河合義治，
福 田 光典， 遠藤正 臣， . 幻覚症 を 呈 し た Raymond­
Cestan 症候群の 1 例. 第81 回北陸精神神経学会，
1978 . 9 ，  金沢.
8 ) 平野正 治， 河合義治， 水腰久美子， 安達勉，
遠藤正 臣 : 胃 透析 で蘇生 し た 服薬 自 殺後の 「 α ー 昏
睡」 の 1 例， 第 8 回 日 本脳 波 ・ 筋 電図学会， 1978 . 
10 ， 金沢.
9 ) 大谷隆博， 地 引 逸亀， 細 川 邦仁， 和 田 有司，
山 口 成良 : 鏡像焦 点 内 の 発作 中 の樹状突起電位 ( 直
接 皮 質反 応 ) の 態度， 第 8 回 日 本脳波， 筋電図学会，
1978 . 10 ， 金沢.
10 ) 倉知正佳， 小泉卓 久， 松 原六郎， 山 口 成良，
中 村一郎 : Locked- in 様症状 を 呈 し た l 例， 第 6 回
臨床神経病理学会， 1978 . 1 1 ， 名 古屋.
3 . 原 著
1 ) 倉知正佳， 遠藤正 臣， 山 口 成良 ， 榎戸秀昭 :
脳梗塞に よ る 感覚失語の病像 に つ い て一一12症例 の
検討一一. 十全医学会誌 87 ( 1 ) : 104 - 121 ， 1978 
2 ) Endo ， M. ， Shimizu ， A. and Hori ， T. 
Funct i onal asymmetry of vi sual f i elds for Jap­
anese words in kana ( syl l able-based ) writ ing 
and random shape-recogn i t i on in Japanese sub -
j ects.  Neuropsycholog ia  1 6 (  3 )  : 291 - 297 ， 
1978 
3) 地 引 逸亀， 松本完治， 大谷隆博， 細 川 邦仁，
福 田 孜， 風間興基 : 樹状突 起電位 ( 直接皮質反応 )
の 発作 中 の変化一一発作に お け る 先端樹状突起の関
与 に つ い て一一一. 精神経誌 80 ( 4 ) : 1 35 - 153 ， 
1978 
4 ) 越野好文， 倉 田 孝一， 細 川 邦仁， 山 口 成良 :
神経遮断剤 に よ っ て 惹 起 き れ た 遅発性 ジ ス キ ネ ジ ア
に 対す る S odium Valproate の効果. 精神医学 20 
( 1 1 ) : 1243 - 1250 ， 1978. 
5 ) J ib ik i ， I . ， Mat sumoto ， K. ， Ohtani ， T. ， 
Hosokawa ， K. and Yamaguchi ， N. : Cort i cal res­
ponses and se i zure act ivi ty. ， Fol i a  Psychi at.  
Neurol . Jap. 32 ( 3 ) : 329 - 337 ， 1978. 
4 . 翻 訳
遠藤正 臣 : 古典紹 介 ・ 翻訳 J. Bab inski : Con-
tr ibut i on à l '  Etude des Troubles  Mentaux dens 
l '  Hémipl égie organi que cérébral e CAnosognos ie J . 
Anosognos i e. S ur l '  Anosognos i e. 精神 医学 20 
( 8 ) : 9 1 3 - 918， 1978. 
5 . 解 説
遠藤正 臣 : 古典紹 介 ・ 解説 J . パパ ン ス キ ー著
「病態失認」 に つ い て . 精神医学 20 ( 8 ) : 918-
920 ， 1978. 
6 .  そ の他
1 ) 中 村一郎， 倉知正佳， 小泉卓久， 勝川 和彦 :
ミ オ ク ロ ー ヌ ス て ん か ん の 1 剖検例一一大脳皮質 ・
黒 質の 電顕所見 精神神経学雑誌 80 ( 4 ) : 174， 
1978 
2 ) 倉知正佳， 柳下道子， 中 村一郎， 山 口 成良，
北 川 正信 : 慢性壊死脳 炎 の 1 剖検例. 神経研究の 進
歩 22 ( 3 ) : 593 ， 1978. 
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